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寒川町教育委員会定例会（２月）議事日程 

 

１．開 会  

 

２．前回会議録の承認 

 

３．会議録署名委員の指名 

   布谷委員 小川委員 

 

４．教育長報告 

 

５．社会教育施設報告 

   ①公民館報告（資料１） 

   ②総合図書館報告（資料２） 

 

６．委員報告 

 

７．議 事 

 

８．協 議 

   ①令和４年度重点施策（案）について（資料３） 

 

９．その他 

 

１０．閉 会 
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１．開 会 

 

  （大澤教育長） 

 皆さん、こんにちは。ただいまの出席者は５名です。定足数に達しておりま

すので、これより寒川町教育委員会２月定例会を開会いたします。 

 本日の会議日程はお手元に配付したとおりです。 

 

２．前回会議録の承認 

 

  （大澤教育長） 

 前回定例会の会議録は、先ほど署名委員の署名がありましたので、承認され

ました。 

 

３．会議録署名委員の指名 

 

  （大澤教育長） 

 また、本日の会議録署名委員は、布谷委員と小川委員にお願いいたします。

よろしくお願いします。 

 

 ＜「はい」の声＞ 

 

４．教育長報告 

 

  （大澤教育長） 

 それでは、次に、私から報告をさせていただきます。 

 まず、１点目が、コロナまん延防止等重点措置における学校教育活動につい

て、２点目は、学級閉鎖の状況について、３点目は、卒業式について、今日は

項目も多くありますので、一旦ここで切ります。４点目、学力向上について、

５点目、いじめ・道徳規範意識の向上について、６点目、外国語教育について、

７点目、ＩＣＴ教育について、８点目、特別支援教育について、９点目が寒川

町教育委員会表彰式の中止について。先ほどの８点目のところで一旦区切りま

すので、また意見等を伺います。１０点目、総合教育会議について報告をさせ

ていただきます。 

 まず、１点目、コロナまん延防止等重点措置における学校教育活動でござい

ますが、２月１５日から１７日にかけて、県立高校の入学試験がありました。

昨年度以上にコロナに感染した生徒や濃厚接触者となった生徒に配慮した

様々な対応がなされた入試となりました。 

 町内の中学３年生については、感染や濃厚接触により若干名の生徒が追試験

や個別受験となりましたが、大きな混乱もなく、全員無事に高校入試を終える

ことができました。 
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 小中学校の教育活動は、文部科学省の管理衛生マニュアルに照らし合わせな

がら、感染リスクの高い教育活動、すなわち、歌やリコーダー、調理実習、近

距離でのペア学習やグループ学習などは控えるようにしています。 

 中学校では修学旅行の代替行事を計画している学校もありましたが、まん延

防止等重点措置が延長されたので、泊を伴う校外学習は中止にすることにしま

した。代わりに日帰りの校外行事を計画し、コロナ禍で様々な制約を受けてし

まった子どもたちの思い出づくりになるようにと考えています。 

 ２点目、学級閉鎖の状況でございますが、１月２５日を皮切りに、これまで

小学校では、延べ１４学級が学級閉鎖、２学年が学年閉鎖をしています。中学

校では、延べ５学級が学級閉鎖、１学年が学年閉鎖をしています。 

 当初、文部科学省の基準では、学級に複数の感染者が出た場合に学級閉鎖と

なっていたので、おおむね２名の陽性者が出た場合に学級閉鎖としていまし

た。その後、２月７日の県教育委員会からの通知で、学級の１０％～１５％の

感染者という目安が示されたので、現在は、３名から５名程度の陽性者が出て

いる場合に学級閉鎖にするように考えています。 

 学級閉鎖に入る際は、休業期間の学びの保障のため、タブレット端末の持ち

帰りを必須とし、積極的に活用するように指示しています。タブレット内のア

プリを用いたドリル学習的な活用はもちろんのこと、ロイロノートを用いた学

習課題のやり取り、グーグルミートを用いた担任と子どもたちの朝の会や健康

観察といった活用を行っています。 

 次に３点目、卒業式について。新型コロナウイルスの第６波が高止まりして

いる現状を考慮し、今年度の卒業式では歌や呼びかけはなし、来賓、在校生の

出席もなし、保護者の出席は２名以内としました。子どもたちにとって小中学

校の最後の日に制限を設けることはとても忍びないのですが、子どもたちの安

心安全を考えてこのような判断としました。各学校は、こうした中でも、少し

でも子どもたちの思い出に残るような卒業式を実施できるよう準備を進めて

おります。 

 それでは、ここで一旦切りますので、質問等がある方はお願いします。 

 布谷委員。 

 

  （布谷委員） 

 タブレット端末の積極的活用についてですが、藤沢の近所の保護者に聞いた

ところ、学級閉鎖等の時には、積極的に使用するということでした。町教育委

員会では、そのような時に実際に家に持ち帰って、使用しているというような

状況は把握されていますか。 

 

  （大澤教育長） 

 小島学校教育課長。 

 

  （学校教育課長） 
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 タブレット端末を持ち帰って、それぞれの家庭で活用してもらうようにして

います。先ほど教育長からの報告にありましたように、タブレット端末内のア

プリを活用してドリル学習的に、自習的にやっている活用の方法もあります。

一方で、ロイロノートは、担任から課題をそれぞれの子どもたちへ出して、子

どもたちがその課題に取り組んだものを提出箱というものに提出をして、担任

のほうで見ることができるようになっています。そのようなタブレット端末を

介したやり取りをしながら、端末の活用をしています。 

 

  （大澤教育長） 

 よろしいでしょうか。 

 

  （布谷委員） 

 はい。 

 

  （大澤教育長） 

 他にはいかがでしょうか。 

 大川委員。 

 

  （大川委員） 

 意見というか感想です。泊を伴わない校外行事をやっていただいて、すごく

うれしいというか、思春期の子どもたちにとって、とても大切なのが校外での

行事になると思いますので、ぜひ安全に行ってきてほしいと思います。 

 以上です。 

 

  （大澤教育長） 

 ありがとうございました。 

 小川委員。 

 

  （小川委員） 

 ３点目の卒業式のところですが、最後に友達と一緒に声を合わせて歌えなか

ったりするのは本当につらいことだろうと思います。自分の体験ですが、式典

後の子どもたちが教室に帰ったときに、担任の先生が、すごく一生懸命、普通

の生活の中や学校生活の中では触れなかったことをいろいろお話しして子ど

もたちにエールを送ってくれたのです。 

 そのときの時間というのがとても濃いもので、いつまでも覚えているもので

した。ぜひそういったいろんな思い出に残る式というのがいろいろな工夫によ

りできると思いますので、思い出に残るような、心に残るような式をしていた

だきたいと感じております。 

 以上です。 
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  （大澤教育長） 

 ありがとうございました。 

 大関委員。 

 

  （大関委員） 

 受験生の方が何人かいたと聞きましたが、代替で無事に受験が全て終わった

ということで安心をしております。うちの子もそうですけれども、ぎりぎりま

でどうなるか分からない状況であったということもありますので、ぜひとも、

できるだけフォローをしていただきたいと思っております。 

 

  （大澤教育長） 

 ありがとうございました。 

 それでは、他によろしいですか。 

 それでは、次に４点目、学力向上についてでございますが、各学校では校内

研究のまとめに入っています。また、来年度に向けて、校内研究を柱とした授

業改善から学力向上につなげていくための話合いを始めています。 

 一之宮小学校では、校内研究の取組から基礎・基本の定着の必要があるとい

う課題が見えてきました。来年度も引き続き、こうした観点からの研究を進め

ていくことにしています。 

 ５点目、いじめ・道徳規範意識の向上でございますが、多くの学校で、今月、

児童・生徒に対するアンケートを実施しました。集計後のデータを職員間で共

有し、配慮が必要な児童・生徒については、担任や学年を中心として個別対応

を行っていくことにしています。 

 ６点目、外国語教育についてでございます。寒川中学校では、ＦＬＴがメイ

ンの授業者となって７組で週２時間の授業を行っていますが、非常に充実度が

増してきています。７組の生徒も英語の授業を楽しみにするようになってい

て、生きた英語を学ぶ貴重な場となるとともに、多文化教育の一助にもなって

います。小学校ではＦＬＴが外国語の授業のみだけでなく、低学年の体育の授

業や給食、休み時間などでも積極的に活動してくれています。 

 ７点目、ＩＣＴ教育でございますが、南小学校では、コロナ感染に不安を感

じて登校を控えている児童に対して個別にタブレット端末を貸し出す対応を

しています。 

 寒川中学校では、朝の始業時から午後の終わりまでタブレット端末を生徒管

理としています。そのため、教科ごとに出し入れをする手間がなく、活用の促

進が図られています。その一方で、休み時間等に端末を不適切に扱う生徒もい

るため、情報モラルの指導を適宜行っています。 

 次に、寒川東中学校では、１月１８日の研究授業において、ＩＣＴ機器の特

性を把握しながら、適切な場面、特に社会科の資料活用の観点からＩＣＴ機器

を活用することをしました。その一方で、ＩＣＴ機器活用時はどうしても生徒

から目を離して機器に意識が集中してしまいがちであるため、今後も活用の頻
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度を上げて慣れていくことや、授業の狙いに迫るための指導がおろそかになら

ないようにすることが必要と感じられました。 

 次に、８点目、特別支援教育でございます。常々課題となってきていますが、

個別対応の必要性が高い児童・生徒が増加してきています。 

 寒川東中学校では、学級閉鎖によるタブレット端末の持ち帰りをきっかけに

して、それまで音信不通だった保護者、生徒と連絡が取れるようになったこと

がありました。 

 ここで一旦切ります。何か質問等ございませんか。 

 布谷委員。 

 

  （布谷委員） 

 質問ですが、特別支援学級等でのタブレット端末の活用の状況とかはいかが

でしょうか。 

 

  （大澤教育長） 

 それぞれの学校でかなり活用しているという報告をうけていますが、小島課

長に補足させます。 

 

  （学校教育課長） 

 特別支援学級のほうでもタブレットは活用してきております。全部の中学校

というわけではないですが、ある中学校は、タブレット端末をＧＩＧＡスクー

ル構想で入るよりも前から、子どもたちの個別学習にはタブレットの活用やタ

ブレット内にあるアプリの活用が非常に適しているという判断をして、学校で

活用していたという経緯もあります。 

 通常学級と同様に、全ての学校で十分な活用とは限りませんけれども、一人

ひとりの子どもたちの特性に合わせた活用の仕方を特別支援学級でも取り組

んでおります。 

 以上です。 

 

  （大澤教育長） 

 よろしいでしょうか。 

 

  （布谷委員） 

 はい。 

 

  （大澤教育長） 

 他にはいかがですか。 

 大関委員。 

 

  （大関委員） 
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 今回、自分はこのような感じでオンラインにより出席していますが、不登校

の子たちが、もしこういう感じで授業に出られれば、これからもっと利用でき

るかなと思っています。なかなか人に接することはできないけれども、画面上

であれば接することができる子はかなりいるのではないかと思います。ですの

で、学校に行けない子がこういう形で授業に出られる形というのを将来的につ

くれるかなと思いますが、いかがでしょうか。 

 

  （大澤教育長） 

 小島課長。 

 

  （学校教育課長） 

 確かに、このような形を教室の授業で、リアルタイムで配信していくという

ところは、大関委員がおっしゃったように意義のあるところかなと思っており

ます。まだリアルタイムの授業配信については、様々な準備ですとか、教員側

の準備といったこともあって難しいところはあるのですけれども、おっしゃら

れるように、こうしたタブレットでつながれば授業に参加できるとか、あるい

は、教員側の大きな負担にならないような形での授業配信といったことも十分

に取り組めるのではないかというところもあります。教育長も常々新しいこと

にチャレンジをしていきましょうとお話をしてくださっていますので、今後、

それぞれの学校でこうした取組は進めていってもらいたいと思います。 

 以上です。 

 

  （大澤教育長） 

 よろしいですか。 

 

  （大関委員） 

 はい。 

 

  （大澤教育長） 

 付け足すことはありませんか。 

 

  （大関委員） 

 もし付け加えるのであれば、あまりオンラインと気取らなくて、普通の授業

をそのまま流せれば、本当に子どもたちはいいのではないかなと思いますの

で、そういうところもぜひとも検討していただきたいと思います。 

 

  （大澤教育長） 

 ありがとうございました。大事な視点です。 

 布谷委員。 
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  （布谷委員） 

 それに関してですが、先ほど来の、教員側の負担にならないようなという部

分で、先生たちは一人一人、得手不得手の部分はどうしても現実としてはある

と思います。ですから、どのクラスも同じようなレベルで子どもたちに提供で

きるようにするために、フォローできる人材、ＩＣＴの部分で得意な方が遅れ

ていた方をフォローできるような、そういう体制も整えていく必要があるので

はないかと感じました。 

 

  （大澤教育長） 

 全くその通りです。今後も継続して取り組んでいく必要があると思っていま

す。ありがとうございました。 

 他にはいかがでしょうか。 

 小川委員。 

 

  （小川委員） 

 先ほどの大関委員のおっしゃることはすごくいいことと思いました。実は先

週の金曜日、民生の児童委員のＺｏｏｍ会議のほうで児相の方のお話を聞くこ

とがありました。 

 私、なるほどとそのときに思ったことがあるのですけれども、学校になかな

か行かれない子がいたとして、朝のストレスがすごいらしいです。親御さんの

ストレス、学校に出そう、時間に出そうとしなくてはいけない。それによって

いろいろ声をかけられてしまうお子さんのストレス。それが、実は、学校がコ

ロナで休校になっているときにすごく安定していたらしいです。家族の中が非

常に安定しました。 

 例えば、児童養護施設の中も落ち着いていたそうです。朝、学校に行きなさ

い、行く、行かないという問答がなくなるというのは、非常に親にとっても、

子どもにとってもストレスを受けないので、驚くほどにその時期は安定してい

たということです。 

 親御さんにとっても行ってほしい気持ち、勉強が遅れてもらいたくないとい

う気持ちが心の焦りになって、お子さんに負荷をかけることにもつながり、お

互いによくないので、こうして授業が自室から受けられたら大変良いのではな

いかなと感じます。 

 一方で、児相の方がおっしゃるには、家庭訪問もコロナで行いづらく、お子

さんとの接点がなかなか取れない、そこは懸念するところで学校に来てくれれ

ば気になることを聞けたり、声をかけたりすることができるのですが、そうい

う機会が失われるということがあるということを伺いました。なるほどと思っ

た次第です。 

 先ほど教育長のほうから、寒中では朝から夕方までタブレット端末を生徒管

理とするということで、生徒に任せるということをお聞きしましたので、その

ことといじめ・道徳のところと少し係りますが、昨年の１１月のニュースで聞
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きましたが、大阪府吹田市のマモレポというのを導入したそうです。 

 それは、教育委員会が、いじめの未然防止、早期発見、早期対応につながる

ことを目的として、学習端末を使って児童・生徒のヘルプサインなどを学校や

教委に直接送信できるツールというのがマモレポだそうですけれども、先ほど

寒川町でもアンケートが実施されたとありましたが、吹田市でも今までの学校

生活アンケート等にマモレポをさらに加えることで児童・生徒の声を受け止め

る機会を増やそうとしているそうです。 

 そのマモレポがどんなものかと言いますと、特徴は、児童・生徒が学校に相

談するか市教委に相談するか、どちらに相談したいかを自分で選択できるとい

うことです。匿名で相談もできる。学校の相談に関しては、起こった場所をイ

ラストで選択することができたり、端末が使用できる状態であれば、自分自身

のタイミングで複数回相談ができたりします。だから、自分でタブレットを持

っていれば、休み時間でも相談することができるし、もし家に持ち帰れば、家

からでも連絡をしたいときに連絡することができるということです。 

 マモレポを大阪府の吹田市では、児童・生徒の端末のトップ画面に配置して

いるそうです。これは割とハードルが低く、子どもたちが相談できるかなと思

いましたので、機会があったらそのことをお伝えしようと思いました。 

 以上です。 

 

  （大澤教育長） 

 ありがとうございました。大阪府吹田市のマモレポですか、大変参考になる

意見を聞きましたので、今後の参考にさせていただきたいと思います。 

 それでは、最後になります。９点目、寒川町教育委員会表彰式の中止につい

て。寒川町教育委員会表彰については、１２月の教育委員会定例会において、

今年度は新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑み、規模を縮小した形で表

彰式を開催することとし、今後の感染状況によっては式典の中止の判断も含め

て一任いただくということにさせていただきました。 

 その後、皆様ご承知のように、オミクロン株により全国各地で感染が急拡大

し、神奈川県についても１月２１から２月１３日を実施期間とし、県内全市町

村がまん延防止等重点措置の適用地域となったことから、残念ながら式典につ

いては今年度も中止とさせていただきました。 

 なお、被表彰者の方々には賞状及び賞品について内申をいただいたか等を通

じて個別に授与させていただいたところであります。 

 最後になりますが、総合教育会議についてでございます。先日の２月８日に

開催されました町長との総合教育会議については、皆さん大変お忙しい中、ご

出席をいただきありがとうございました。 

 協議テーマとしては、寒川町立小・中学校適正化等基本方針（素案）につい

てということで、基本理念や適正な学校規模のほか、学校の適正化を進めるに

当たっての留意事項や学校再編計画の策定についてなど、これから具体的な検

討を進めていく上での基本的な考え方となる重要な事項について、町長と直接
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の協議や意見交換等をしていただきました。 

 今回協議した基本方針、また、来年度に策定作業に入っていく（仮称）学校

再編計画については、検討委員会での検討のほか、地域懇談会やパブリックコ

メントなど、保護者や町民、教職員の声などを踏まえながら検討を進めてまい

りますが、最終的には町教育委員会として策定していくものとなりますので、

教育委員の皆様におかれましては、引き続きよろしくお願いいたします。 

 私からの報告は以上ですけれども、最後、９点目、１０点目について何か質

問等ございませんか。 

 大関委員どうですか。 

 

  （大関委員） 

 特にないです。 

 

  （大澤教育長） 

 他にはどうでしょう。よろしいですか。 

 それでは、他に質問等ないようですので、これで教育長報告を終わります。 

 

５．社会教育施設報告 

 

  （大澤教育長） 

 次に、社会教育施設の公民館、総合図書館からの報告をお願いします。 

 まずは公民館からお願いします。 

 別府町民センター館長。 

 

  （町民センター館長） 

 公民館からご報告させていただきます。 

 初めに、１月２１日から神奈川県にまん延防止等重点措置が適用となったた

め、各公民館での事業の実施について再検討し、不特定多数を対象とした事業

や体操・運動系の事業、青少年を対象とした事業の期間内の実施を見送ること

としました。 

 これにより、町民センターの「寒川寄席」、新規事業であった親子工作教室

の２事業、北部公民館のシニアクラス第４回、「カラダと健康」及び開放事業

３事業、南部公民館の「子どもディンプルアート教室」、「おはなし広場小学

生」の２事業及び開放事業３事業は延期もしくは中止としました。 

 北部公民館及び南部公民館の学習コーナーについては期間内でも実施をし

ました。 

 それでは、１月に実施しました主な事業についてご報告いたします。 

 町民センターの「書き初め大会」は、昨年度が緊急事態宣言により中止とな

ったため、２年ぶりの実施となりました。 

 町民センター、北部公民館、南部公民館の３館同時開催で、参加者は７９名
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でした。ご参考までに、一昨年の参加者数は７７名でございました。参加者数

は僅かながら増えましたが、中学生の参加者数が一昨年２１名であったとこ

ろ、今年が８名と大幅減となってしまいました。 

 今年度からの変更点といたしまして、入賞者がこれまで中学生に偏っていた

点を見直し、審査をお願いしている寒川書道連盟とも協議の上、学年ごとに入

賞者を決める審査方法に改めました。同時に、入賞者数の絞り込みや展示方法

の見直しも行いました。 

 大会後に参加者全員の作品を展示した書き初め展を１月７日から１５日ま

で町民センターロビーで開催し、１５日に予定していた表彰式については、感

染症対策のため中止とさせていただきました。 

 続いて、表の３番目です。生涯学習推進事業の星空観察会も２年ぶりの実施

でした。講師は例年どおりアマチュア天文家の広瀬洋治さんにお願いしまし

た。 

 一昨年の参加者数は２４名で、今年の定員は３０名としましたが、申込み開

始直後から問合せが多く、４０名まで受け付けしまして、それ以降はお断りい

たしました。当初予定していた１月１５日の土曜日が曇天、天候不良で、予備

日としていた翌日の実施とさせていただきました。そのため、４組８名が不参

加となったことが少し残念でございました。 

 今年は特別な天体ショーと重なったわけではありませんが、コロナ自粛期間

中の親子で気軽に参加できるイベントに申込みが集まったのではと考えてお

ります。 

 資料の２ページ目です。南部公民館の「税金と社会保険を理解し、自分に合

った働き方を見つけよう」です。社会保険労務士であり、ファイナンシャルプ

ランナーの資格をお持ちの三角桂子さんに、税金、社会保険と年収との関係を

分かりやすく説明していただきました。 

 アンケートでは、もう少し深く話を聞きたいので、回数を分けて何回かやっ

てほしい、定期的にやってほしいとの連続開催を希望する意見が複数ありまし

た。講座後の参加者からの質問も多く、公的年金の仕組みや確定拠出年金、Ｎ

ＩＳＡ等の資産形成の関心も高かったため、今後、この方面の講座の実施につ

いても検討していきたいと思います。 

 続きまして、資料の３ページ目、３月の主な事業予定についてご報告いたし

ます。 

 毎年２月から３月にかけて開催している公民館まつりが感染予防のため３

年連続で中止となったため、今年は各館でサークル作品展示会を実施すること

としました。会期は施設によって異なりますが、町民センターが３月５日、６

日の２日間、北部公民館及び南部公民館は資料に記載しました期間で実施をい

たします。 

 町民センターのふれあいコンサートは、例年どおり羽賀ゆかりさんと柴山晴

美さんのご出演により実施いたしますが、今回はこのお二方に加えて、バリト

ン奏者の柴山昌宣さんにもご出演いただきます。柴山さんは、新国立劇場の「セ
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ビリアの理髪師」をはじめ、全国のオペラ公演やコンサートにご出演されてい

ます。コンサートの第１部はピアノ独奏、第２部はソプラノ、バリトン独唱と

二重唱で、唱歌やオペラの名曲の数々をお届けする予定です。定員は客席数の

３分の１、２７０を上限として実施をいたします。 

 北部公民館の新規事業「リメイクを楽しもう」は、南部公民館でサークル活

動をしている河合恭子さんに講師をお願いし、古着や古布を再利用した衣類づ

くりを４回にわたって学ぶ予定でしたが、感染状況を踏まえ、生涯学習推進委

員からの申出もございまして、延期とすることといたしました。 

 資料の４ページ目、南部公民館の「旅する世界遺産イタリア編」は昨年度か

らスタートした世界遺産シリーズの３回目で、昨年６月のフランス編に続いて

実施するものです。講師は町内在住で世界遺産検定マイスターの資格をお持ち

の仲田政一さんです。北イタリアと南イタリアの世界遺産をそれぞれ４泊６日

でめぐる行程と各都市の世界遺産の詳細について、２回に分けて学びます。 

 公民館からの報告は以上でございます。 

 

  （大澤教育長） 

 ありがとうございました。報告の内容も大分絞られた形でなかなか良かった

のではないかと思いますけれども、教育委員の皆さん、何か質問、意見、感想

等ございませんか。 

 大川委員。 

 

  （大川委員） 

 親子で星空観察会の参加が増えたというのはとてもうれしいニュースだと

思います。それから、延期にはなってしまいましたが、３月のリメイクを楽し

もうという新規事業、これはとてもいいと思いました。この企画は、対象者が

８名ですが、今後の状況によっては末広がりに増えていくかもしれないと思っ

ています。ＳＤＧｓの広がり、テレワーク、いろいろあります。家庭での仕事

が増えるとか、そういうようなことから、これは結構良い企画だと思って楽し

みにしております。よろしくお願いします。 

 ３点目ですが、これは総合教育会議でもお話をさせていただきましたが、コ

ミュニティスクール運営のための相談になる、一番頼りになるのは、役場の職

員の方とか、公民館の方、図書館だとか、そういう方ではないかなと今までの

経験でも思っています。 

 学校が知りたいのは、例えば町で活動していて講師になってくださるような

方、あるいは、職場見学などでお世話になりたい方とか、そういう人たちの情

報とか、連絡方法とか、そういうところではないかなと思っています。学校か

ら、もしそういうことでお声がかかったら、ぜひ相談に乗ってあげていただけ

たらと思います。 

 以上です。 
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  （大澤教育長） 

 ありがとうございました。かつて生涯学習課があるときはそこで講師の方等

を１冊の資料にまとめていたのですけれども、今はどこで作成しているのです

か。 

 

  （町民センター館長） 

 講師一覧の資料を見ておりますので、役場の中でまとめてくださっていると

思います。 

 

  （大澤教育長） 

 かつては学校現場にもその講師一覧を配付していました。連絡する場所とか

いろいろ情報が分かりましたので、ぜひまた、復活させていただければありが

たいと思います。 

 他にはいかがでしょうか。 

 小川委員。 

 

  （小川委員） 

 最初のところで、書き初め大会が今年は開催されて良かったと思いました。

季節を感じる行事をなるべく子どもたちに体験してもらいたいと思っていま

すので、本当に良かったと思います。また、受賞、審査方法、入賞者なども工

夫をしていただいたようで、賞を取った子はすごくうれしくて、一生、思い出

に残ります。自分も経験がありますけれども、来年はぜひ表彰式ができるとい

いと願っております。 

 それから、南部公民館で行われた「税金と社会保険を理解し、自分に合った

働き方を見つけよう」は私も行かせていただいて、大変勉強になりました。 

 

  （町民センター館長） 

 ありがとうございます。 

 

  （小川委員） 

 今まで分かっているようで分からなくて、ちょっと放っておいた年金の話と

かがきちんと理解できたことと、最近よく聞くｉＤｅＣｏやＮＩＳＡの話も分

かりやすく説明していただいたと思います。 

 終わったときに、質問が結構出ていました。講師の三角先生もおっしゃって

いましたけれども、いろいろと人によって、事情やケースが違うのでとおっし

ゃっていましたが、皆さん、いろいろ知りたいことがあって、いっぱい手が挙

がっていました。多分、１時間半では全部お話しすることができなくて、それ

ぞれ皆さん、ここの部分が聞きたい、ここの部分が知りたいということの意欲

がおありのようでしたので、今後もいろいろテーマを分けたりしながら続けて

いっていただけるとありがたいとは思いました。 
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 以上です。 

 

  （大澤教育長） 

 ただいまの講師の三角さんは、かつては一之宮小学校で、小川会長の下で、

ＰＴＡ役員等もやっておりました。そのとき、私もご一緒させていただきまし

たけれども、とても人間的にも穏やかな方であったと思っております。 

 他にいかがでしょうか。 

 大関委員。 

 

  （大関委員） 

 今、まさしく小川委員が言われたようなところを言おうと思っていたのです

が、これから、もっと運用の部分を、こういう勉強会に入れていただきたいと

思います。今、物価がどんどん上がっている中で、１０年後には、多分１００

万円が１００万円の価値ではなくなってくる時代が来るかと思います。その中

で、そういうことをもっと皆さんに知っていただく機会と思いますので、ぜひ

ともよろしくお願いします。 

 

  （大澤教育長） 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

 

  （町民センター館長） 

 承知しました。 

 

  （大澤教育長） 

 他によろしいですか。 

 布谷委員。 

 

  （布谷委員） 

 この講座等を拝見させていただいて、すごくよく魅力的なものが寒川町でや

られていると思いました。この講師の方のこういうのが良いといったときに、

近隣の市町の連携の中で、そういうお話はあるのでしょうか。 

 

  （町民センター館長） 

 今のところ、あまりないのですけれども、近隣の公民館の事業については、

我々としては、アンテナは常に張り巡らさせていただきまして、うちでやって

いただきたいという方にも積極的にアプローチして、来ていただくようには考

えております。 

 今年の人権講座も、茅ヶ崎でやられていた方か、藤沢でしたか、来ていただ

いて、翻訳の方だったのですが、翻訳の作業から人権について語っていただい

たりしましたので、近隣でよさそうな方は、ぜひこちらでも来ていただこうと
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は思っております。 

 

  （布谷委員） 

 来ていただくというのは寒川町のほうでやっているのですが、反対に、私の

ほうも先だって、高齢者向けの講座に行かせていただいて、今後の生き方、終

末に向けてどういうふうに対応していくのかというようなことですごく心を

打たれました。そういうことを共有できるように、何かの会議でこんな講師の

方がいられたと言える場があると良いとちょっと思いました。 

 

  （大澤教育長） 

 他によろしいですか。 

 それでは、特に発言等ないようですので、次に、総合図書館からお願いしま

す。 

 岩渕総合図書館長。 

 

  （総合図書館長） 

 それでは、図書館の報告に移ります。まず、図書館の１月の利用状況を説明

いたします。寒川総合図書館、南北分室ともに２５日間の開館をいたしまして、

来館者数は、南北分室、総合を合わせて１万８,５３４人となっております。

２０２１年１月と比べますと９４.５％となっております。貸出し点数は、総

合と南北分室を合わせて、合計２万５,７５６点、こちらも２０２１年１月と

比べますと９６.８％となっています。新型コロナウイルス感染症の影響か、

先月の１２月と比べますと、来館者数が平日、土日ともに５０人から１００人

程度少なくなっております。１ページ目の説明は以上となります。 

 ２ページ目の１月の実績についてご説明いたします。展示ですけれども、１

点ご説明いたします。区分として、その他にございます新春図書館福袋、こち

らは１月４日から１月８日まで行っております。こちらは毎年行っているもの

ですけれども、利用者の方々は、毎回楽しみにしてくださり、回収したアンケ

ートには、ふだん手に取らないジャンルがあって、そういった本に接すること

ができて興味深かったですとか、心の籠もったよいイベントだと思いますとい

うお言葉がありました。また、幼稚園児ぐらいの男の子を連れた女性がカウン

ターにいらっしゃいまして、読んだことのない絵本が入っていて、子どものお

気に入りの本が増えました、ありがとうございましたというお言葉もいただき

ました。これを聞いて、スタッフ全員、とてもうれしく思っておりますので、

今後とも、喜ばれる福袋を来年度も考えていきたいと思っております。 

 それから、この展示の一覧には載せていないのですけれども、４０周年を迎

えました、寒川町にございます有限会社三洋ハウジング様から、寒川町まちづ

くり寄附金を４０万円いただきまして、１００冊近い資料を購入することがで

きました。こちらの資料は、来館者の目につきやすい新着図書の横に展示して

おりまして、現在もよく借りられております。 



 

 - 17 - 

 その下のおはなし会ですけれども、１月１５日に行いました土曜日おはなし

会は、ボランティアの方２名に行っていただきました。久しぶりということで、

ボランティアの方々も緊張されていらっしゃいましたけれども、おはなし会を

始めると緊張が解けて、以前のように楽しげに読み聞かせを行っておりまし

た。 

 続きまして、次の３ページ目の説明に移ります。一番上にございます図書館

俳句ポストの投句状況ですけれども、１月のお題、門松では、６４句、１８名

の参加がございました。１１月の大根のようにつくりやすいお題だったよう

で、今、申し上げました１８名の中でも、また新しい方が五、六名参加してく

ださいました。ちなみに、１１月のお題、大根について、優秀句５句が選ばれ

ております。 

 参考までに幾つか読み上げます。佳作として選ばれましたものですけれど

も、「刻み方変えて今夜も大根汁」というもので、また、入選で選ばれました

ものですけれども、「左手でむずと掴みて大根切る」、「貰いたる大根重き家

路かな」ということで、大根のものも３点選ばれております。また、１１月、

大根以外にも自由句として選ばれたものがございますので、参考までに読み上

げますと、「腰に巻くジャンパーの袖とびはねて」、「たった今落ちた紅葉を

ひろいけり」というものがございます。 

 １月の報告については以上となります。 

 それでは、２月の予定ですけれども、展示について１点ご説明いたします。

区分の中で複合というものがございますが、その複合展示のもので、「世界は

素敵な詩であふれている」というものを２月４日から行います。ふだんあまり

借りられることのない詩集ですけれども、例えば、文語体の重厚な趣に浸る明

治、大正の詩人のコーナーを作ったり、金子みすゞや、まど・みちおなど、優

しい気持ちになれる分かりやすい詩のコーナーなどを作ったり、１２のテーマ

に分けて、それぞれ詩の世界に触れ、親しんでもらうことを目的としています。

寒川町ゆかりの詩人や茅ヶ崎ゆかりの詩人などを、湘南にゆかりのある詩人と

いうことでコーナーを設けて設置しております。 

 次のページに行きまして、その他の中で幾つかございますけれども、茅ケ崎

養護学校の職場体験は中止となっております。また、中学生の職場インタビュ

ーも、実際来館する予定だったのですけれども、リモートとして行うことにな

りました。それから、出張わらべうたも、子育て支援センターと共催だったの

ですけれども、こちらも中止となっております。 

 次の出張ビブリオバトルというものを、２月２４日に行う予定です。こちら

は、出張ビブリオバトルと題しまして、寒川中学校に図書館スタッフが出向く

ものとなっております。ご存じかもしれないのですけれども、ビブリオバトル

というのはどういうものかを簡単に説明いたしますと、本を紹介するコミュニ

ケーションゲームでして、参加者が、それぞれ自分が読んで面白いと思った本

について５分くらい順番に紹介します。質疑応答を二、三分行います。参加者

全員の本の紹介が終わった後、一番読みたいと思った本を全員で投票して、１
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番を決めるというものになります。 

 こちらを３月に学校で行いたい、図書委員を中心に生徒がやりたいというこ

とでしたので、図書館スタッフが、まずは２月に行って、一緒に行ってシミュ

レーションをするということを予定しております。生徒さんと一緒に行うこと

のほかにも、この世代はあまり図書館に来ない方もいらっしゃるので、図書館

の利用とか、中高生向けのサービスの紹介も行ったり、中高生が図書館へどん

なことを望むのかな、こういうことをやってくれたら来てくれるのかなという

のを行ったり、ちょっとざっくばらんにお話をしたいと考えております。 

 図書館のほうからは以上となります。 

 

  （大澤教育長） 

 ありがとうございました。 

 ただいまの報告で何か質問等ございませんか。 

 小川委員。 

 

  （小川委員） 

 ２４日に行われるという出張ビブリオバトルは大変興味があります。子ども

たちがとてもいい体験といいますか、自分が気に入った本を、いかに人に魅力

的に伝えるかというのは、これからの人生の中でも大切なテクニックになると

いいますか、それを楽しんでできるというのは非常に良いと思います。ぜひ、

来月どんな状況だったのかということをお聞かせ願えればと思います。 

 以上です。 

 

  （総合図書館長） 

 ありがとうございます。 

 

  （大澤教育長） 

 他によろしいですか。 

 

  （大澤教育長） 

 大川委員。 

 

  （大川委員） 

 私も、この出張ビブリオのバトルはすごく興味を持って、今、聞かせていた

だいたのですが、こういう図書館と学校との距離が縮まる活動はすごく良いと

思って聞いていました。互いに敷居を下げて利用しやすい環境をつくっていく

ことができる、こういう活動がいっぱい普及していくと良いと期待したいと思

います。 

 最初の２点目に戻りますが、ＹＡの「きみの推し本を見つけよう！」とあり

ます。上から３つ目です。これはどうでしょうか、中高生向けに、今、いろい
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ろな本の紹介をされているのですけれども、中高生は図書館のほうに戻ってき

ているでしょうか。今はちょっときついですか。 

 

  （総合図書館長） 

 学習室などには、しっかり勉強したいという子たちが来て、利用が多いとは

思いますが、以前のように、ふらっと来る子とかはあまり見られなくなってお

ります。ただ、このような展示を行うことで、学習のほかにも、ちょっと息抜

き的にもこういった本が図書館にあるということで行っております。 

 

  （大澤教育長） 

 よろしいですか。 

 

  （大川委員） 

 ありがとうございます。中高生がどこも大体少ないです。今、利用が少なく

なりつつあるというのは聞いたことがあるのですけれども、今、中高生がいっ

ぱい来なくても、積極的に事業を打っていくというのがすごく大切なことと思

いますので、これからもよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

  （大澤教育長） 

 他にはいかがですか。よろしいですか。 

 それでは、他に発言等ないようですので、これで社会教育施設報告を終わり

ます。 

 両館長は、ここでご退席ください。ご苦労さまでした。 

 

 ＜両館長退席＞ 

 

６．委員報告 

 

  （大澤教育長） 

 次に、委員報告です。教育委員会を代表して出席等していただいた会議等の

報告があればお願いします。 

 小川委員。 

 

  （小川委員） 

 令和３年度第２回寒川町総合計画審議会は、まん延防止等重点措置発令中の

ため、書面会議となりました。２月７日に発送されて、１８日締切りで、意見

書を提出いたしました。議題は２点です。１点目は、寒川町総合計画２０４０

第１次実施計画の修正について、２点目が、令和４年度の寒川町総合計画審議

会の進め方についてでした。スケジュールや進め方だけでなく、議論、検討し
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たいテーマについても意見を求めるというものでした。私は昨今の気候変動に

対応するために、ハザードマップを生かしたまちづくりについて、いろいろな

課題がありますけれども、そういったところは横断的に、様々な政策の中に防

災の観点を組み込むことを提案させていただきました。 

 以上です。 

 

  （大澤教育長） 

 ありがとうございました。 

 ただいまの報告で何か質問等ございませんか。よろしいですか。 

 他の委員でいかがですか。 

 

 ＜「特にありません」の声＞ 

 

  （大澤教育長） 

 それでは、特にないようですので、これで委員報告を終わります。 

 

７．議 事 

 

  （大澤教育長） 

 次に、議事に入りますが、本日、案件はございません。 

 

８．協 議 

 

  （大澤教育長） 

 次に、協議に移ります。案件は１件です。 

 令和４年度重点施策（案）についての協議をいたします。事務局から説明を

お願いします。 

 高橋教育政策課長。 

 

  （教育政策課長） 

 それでは、令和４年度重点施策の案についてご説明させていただきます。資

料については、資料ナンバー３番をご覧ください。 

 まず、本日の協議内容につきましては、大きく２点ございます。まず、大き

な１番、記載内容の追加についてでございますけれども、令和４年度の重点施

策について、毎年度実施をしております教育に関する事務の管理及び執行の状

況の点検及び評価といって、いわゆる点検・評価と呼んでおりますが、そちら

と連携をさせて取組の一体性を確保するため、従来の記載の内容に追加してま

いりたいと考えております。 

 具体的には、資料ナンバー３、（１）にまずありますとおり、これまでは各

取組について、項目名とその内容を一覧で記載しておりまして、こちらについ
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ては、お手元の別の資料になりますけれども、令和３年度の重点施策等となっ

ております。 

 次、（２）ということで、今後の考え方でございますけれども、令和４年度

からにつきましては、①といたしまして、これまでの各取組項目の一覧に加え

て、取組内容を書いたものを記載したページを新たに追加してまいりたいと考

えております。 

 また、②ということで、記載の内容については、点検・評価との一体性を確

保するため、点検・評価で用いております様式を活用してまいりたいと考えて

おります。 

 なお、今、申し上げた①及び②の実際の内容については、お手元の表、また

別の資料になりますけれども、令和４年度の重点施策一覧表の個票の案という

ことで考えております。なお、この個票の案についても、内容をこれまでのも

のを一部新しくしておりまして、これまでは、個票の案につきましては、真ん

中あたりに事業概要という欄がありますけれども、これまでは事業概要という

欄と別に、取組、計画という欄を設けておりましたけれども、内容的に重複す

る部分が多かったため、今後は、お手元の資料のとおり、事業概要の欄のみに

統一してまいりたいと考えております。 

 次に、１枚目の資料の大きな２番になりますけれども、令和４年度の重点施

策一覧、各項目別ということで、こちらは、今までのということで、令和３年

度の重点施策がありまして、令和３年度の重点施策でいいますと、３ページ目

から５ページ目が学校教育、社会教育という順番で資料がございますけれど

も、見比べていただいて少し分かるかと思いますが、令和４年度については、

もう少し令和３年度の内容を、項目の数とか、内容的に精査をさせていただき

まして、より分かりやすくといいますか、コンパクトな形にしていきたいと考

えております。 

 特に学校教育の内容については、これまでの内容から少し絞った形にしてい

きたいと考えております。社会教育については、令和３年度と特に変えており

ませんけれども、この内容で、令和４年度の重点施策の内容としては、このよ

うな形にしてまいりたいと考えております。 

 本日は、内容というよりも、その大枠について、このように考えているとい

う内容についてご協議いただきたいと考えておりますけれども、中身の、令和

４年度の重点施策の案の各事業の詳細な内容につきましては、来月開催予定の

教育委員会３月定例会の議案として、改めてご提案させていただきたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 私からのご説明は以上でございます。 

 

  （大澤教育長） 

 説明が終わりましたけれども、ただいまの説明に対して意見とか質問等ござ

いませんか。 

 大川委員、どうですか。 
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  （大川委員） 

 ４ページのところです。学校施設の整備の充実のところになってくると、今

度はゼロ・エネルギー・ビル化のために、二千何年でしたか、それに向けての

ところが、学校にも要求されるようになります。そのことも、この文章の中の

どこか、前の具体的なものの中に書くのは大変かもしれませんが、始めのとこ

ろあたりには、何か触れておいたほうがいいのかなと思って見させていただき

ました。 

 以上です。 

 

  （大澤教育長） 

 高橋教育政策課長。 

 

  （教育政策課長） 

 ありがとうございます。例えば、大川委員からいただいた点につきましては、

教育施設給食課のほうとも、検討させていただきまして、何らかの形で触れら

れたらと思います。 

 以上でございます。 

 

  （大澤教育長） 

 よろしいですか。 

 

  （大川委員） 

 はい。 

 

  （大澤教育長） 

 他にはいかがでしょうか。 

 最終的なものについては、来月ですね。 

 

  （教育政策課長） 

 今、参考ということで、令和３年度の重点施策という形でお配りしているも

のがありますけれども、基本的には、このような形、令和４年度のものという

ことで、先ほど申したとおり、令和３年度の内容には見出しといいますか、項

目の名前と、その概要が言葉だけで書いてありますけれども、これに加えて、

個票のもうちょっと具体の中身を書いたものもお付けする形に変えていきた

いと、そういうつくりにしたいと思っています。 

 

  （大澤教育長） 

 よろしいでしょうか。 

 布谷委員。 
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  （布谷委員） 

 令和３年度の学校教育重点施策というところは、項目数がどの部分でも結構

多いです。それが、どこも２つに絞られています。このようにした根拠は何で

すか、どんな形で考えられて、２つに絞られたのでしょうか。 

 

  （大澤教育長） 

 黄木専任主幹。 

 

  （教育政策課兼学校教育課専任主幹） 

 ありがとうございます。点検・評価を毎年度行っていく中で、事業概要や目

標指標、そういった部分を具体的にお示ししていく中で、重複する部分が出て

きているというところで、取組内容としては、それぞれ分けて今年度はお示し

したのですが、点検・評価というところをまた見据えていくと、ある程度、重

複部分はまとめながら分かりやすい形にするべきというところが、まずメイン

として１つございます。 

 もう１点としまして、小学校教科担任制のことですとか、そういった部分で、

今年度まで国、県の事業を受託しておりましたので、こちらが２年間というこ

とで今年度で終了しますので、そういった部分も適宜、時点修正というところ

で削除しているところもございます。 

 以上でございます。 

 

  （大澤教育長） 

 よろしいですか。 

 

  （布谷委員） 

 はい。 

 

  （大澤教育長） 

 他にはいかがでしょうか。 

 大関委員、どうですか。 

 

  （大関委員） 

 特にないです。 

 

  （大澤教育長） 

 よろしいですか。 

 ３月に正式なものが出ますので、そこでまたご意見等あればいただきたいと

思います。 

 それでは、特に発言等ないようですので、令和４年度重点施策（案）につい
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ての協議を終了いたします。 

 

９．その他 

 

  （大澤教育長） 

 次に、その他ですが、本日、案件はございません。 

 

１０．閉 会 

 

  （大澤教育長） 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 ここで、次回定例会の期日を決めたいと思います。次回は令和４年３月１８

日金曜日、これは小学校の卒業式の日です。午前中は小学校の卒業式で、午後

１時３０分からということで、場所は役場東分庁舎第３会議室において開催と

いうことでいかがでしょうか。よろしいですか。 

 

 ＜「はい」の声＞ 

 

  （大澤教育長） 

 それでは、次回の定例会は３月１８日金曜日、午後１時３０分から、東分庁

舎第３会議室において開催いたします。 

 これをもちまして寒川町教育委員会２月定例会を閉会いたします。ありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


